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研究成果の概要（和文）：　岩手県花巻市大迫に在住する50歳以上の地域一般住民を対象に、口腔保健と認知機
能との関連を横断的に検討した。解析の結果、歯科定期受診の有無（オッズ比：3.5)および舌圧（オッズ比：2.
5）が有意に認知機能障害と関連することが示された。年齢で層別化した解析においては、検出力の低下によ
り、65歳未満群、65歳‐74歳群、75歳以上群の各群において、認知機能障害と有意に関連する口腔保健指標は確
認されなかった。
　本研究の結果、口腔保健を適切に保つことが良好な認知機能に寄与することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted a cross-sectional study of the association between oral health 
and cognitive function in a community-dwelling population aged 50 years or older living in the 
district of Ohasama. It has shown that the absence of regular dental visits (odds ratio: 3.5) and 
decreased tongue pressure (odds ratio: 2.5) were significantly associated with cognitive 
dysfunction. In analyses stratified by age, due to insufficient statistical power, it hasn't been 
shown that oral health indicators were significantly associated with cognitive impairment in those 
with <65, 65-74, and >=75 age groups.
　The results of the present study suggest that maintaining adequate oral health contributes to 
maintaining cognitive function.

研究分野：高齢者歯科学

キーワード： 口腔保健　高齢者　認知症

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　今後も増加すると予測される認知症を予防し、認知機能低下を遅らせることは本邦のみならず、世界的な課題
である。不良な口腔状態および機能が認知症および認知機能低下のリスクであることはこれまでの研究からも示
唆されているが、様々な角度からの議論がある。
　本研究では、横断的な検討ではあるが、口腔の状態および機能が認知機能低下と関連することを明らかにして
おり、認知症対策の一環として歯科保健を推進することを支持するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 厚生労働省の策定した新オレンジプランによると，認知症高齢者数は増加し続け，2025年に
は 700万人を突破し，高齢者の 20％が認知症になると推計されている．大多数の認知症患者は
何かしらのサポートやケアを要すことに加え，そこに至らない認知機能低下も，判断力の低下が
もたらす交通事故との関連が指摘されるなど，大きな社会問題となっている．したがって，認知
症およびその前段階の認知機能低下を早期に把握し，予防することが重要であると考えられる． 
 口腔状態と認知症および認知機能低下との関連は横断研究，縦断研究およびシステマティッ
クレビュー・メタアナリシスにて多数検討されており，エビデンスとしては蓄積されつつある．
しかしながら，中年期から前期高齢期にかけての口腔状態に着目し，認知機能低下との関連を検
討した報告は限られる．認知症に至る段階として軽度認知機能障害（MCI）期およびその前段階
のプレクリニカル期の存在が確からしい現況を鑑みると，中年期および前期高齢期に着目した
研究がより重要になると考えられる． 
新オレンジプランによると，かかりつけ歯科医においても認知症の早期診断・早期対応に寄与
する必要性が説かれている．すなわち，大多数を占めるかかりつけ歯科医の患者への「気づき」
が求められている．一般的に，認知機能低下者はその病識が低下，欠如することが知られている．
認知機能低下者の病識の低下が口腔にも発現することが明らかになれば，患者を継続的に診察
し，患者の口腔内外の変化を初期に把握し得る存在であるかかりつけ歯科医の意義はより高ま
るものと考えられる． 
 
２．研究の目的 
 地域一般住民を対象とした横断研究にて、口腔の状態および機能と認知機能低下との関連を
検討することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は大迫研究のコホート集団を対象に実施した．大迫研究とは 1986 年より続く，岩手県
花巻市旧大迫町の一般住民を対象とした高血圧・循環器疾患に関するコホート研究である．現在
では高血圧・循環器疾患の項目に限らず調査が行われており，認知機能検査もその対象である．
2005 年より歯科検診を実施し，口腔保健と循環器系疾患発症等の全身の健康との関連解明を目
的に研究を続けている． 
解析対象は岩手県花巻市大迫町の 50歳以上の地域一般住民 789 名である。曝露因子は，現在
歯数（0歯、1－9歯、10－19 歯、20歯以上）、咬合支持（Eichner 分類）、歯科定期受診の有無、
舌圧（30kPa 未満、30kPa 以上）、グミゼリー（GC 社製）を用いた咀嚼能力（100mg/dL 未満、
100mg/dL 以上）、デンタルプレスケールⅡ（GC 社製）を用いた咬合力（500N 以上、500N 未満）
とした。アウトカムの認知機能低下は Mini Mental State Examination（MMSE）で測定されたス
コアが 25点未満とした。 
統計解析は各曝露因子とアウトカムとの関連を、年齢及び性別で調整したロジスティクス回
帰分析にて検討した。 
 
４．研究成果 
 各暴露因子と認知機能低下との関連を検討した結果を表 1に示す。 
 
 
 

Variables ORs (95%CIs) P-value 

定期受診あり Ref 
 

なし 2.50(1.15-5.43) 0.02 

現在歯数 20 歯以上 Ref 
 

10-19 歯 0.84(0.48-1.47) 0.54 

1-9 歯 0.78(0.44-1.39) 0.40 

0 歯 1.12(0.56-2.23) 0.75 

表 1：口腔保健指標と認知機能低下との関連 



Eichner A Ref 
 

B 0.77(0.41-1.45) 0.41 

C 0.99(0.53-1.84) 0.97 

舌圧良好 Ref 
 

低下 2.50(1.15-5.43) 0.02 

咀嚼能力良好 Ref 
 

低下 1.37(0.54-3.50) 0.51 

咬合力良好 Ref 
 

低下 1.41(0.54-3.71) 0.48 

 
OR: odd ratio, CI: confidence intervals, Adjusting for age and sex.  
 
年齢と性別を調整したロジスティック回帰分析の結果、歯科定期受診の有無および舌圧の低下
が有意に認知機能低下と関連することが示された。 
 次に、各口腔保健指標と認知機能低下との関連を年齢で層別化し、解析した結果を示す（表 2
－4）。65 歳未満の参加者については、認知機能低下と有意に関連する口腔保健指標は示されな
かった。65－74 歳の参加者においては、認知機能低下に関連する有意な口腔保健指標は示され
なかった一方、歯科定期受診の有無は認知機能低下と関連する傾向を認めた。75 歳以上の参加
者においては、認知機能低下に関連する有意な口腔保健指標は示されなかった一方で、咬合力の
低下は認知機能低下と関連する傾向を認めた。 
 以上の結果より、不良な口腔保健指標は認知機能低下と横断的に関連することが示された。各
年齢層別の解析においては、有意とは認められないものの、口腔保健指標は認知機能低下と関連
する傾向を認めた。認知症やその重症化予防の中の口腔保健対策として、ターゲットとする年代
を踏まえたうえで、介入や提言をすることが適切である可能性が考えられた。 
 
 
 

Variables ORs (95%CIs) P-value 

定期受診あり Ref 
 

なし 1.67(0.36-7.70) 0.51 

現在歯数 
20 歯以上 

Ref 
 

10-19 歯 2.19(0.49-9.88) 0.31 

1-9 歯 1.77(0.22-14.2) 0.59 

0 歯 0.32(0.08-1.29) 0.11 

Eichner A Ref 
 

B n.a. 
 

C n.a. 
 

舌圧良好 Ref 
 

低下 2.27(0.24-20.0) 0.47 

表 2：口腔保健指標と認知機能低下との関連（65 歳未満） 



 
 
 
 
 
 
 

OR: odd ratio, CI: confidence intervals 
Adjusting for age and sex.  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OR: odd ratio, CI: confidence intervals 
Adjusting for age and sex. 

咀嚼能力良好 Ref 
 

低下 0.25(0.02-2.74) 0.26 

咬合力良好 Ref 
 

低下 1.10(0.11-10.9) 0.93 

Variables ORs (95%CIs) P-value 

定期受診あり Ref 
 

なし 2.58(0.94-7.09) 0.07 

現在歯数 
20 歯以上 

Ref 
 

10-19 歯 0.57(0.28-1.17) 0.12 

1-9 歯 0.81(0.39-1.70) 0.58 

0 歯 0.95(0.38-2.40) 0.92 

Eichner A Ref 
 

B 0.67(0.32-1.41) 0.29 

C 0.86(0.41-1.81) 0.69 

舌圧良好 Ref 
 

低下 1.66(0.50-5.54) 0.41 

咀嚼能力良好 Ref 
 

低下 n.a. 
 

咬合力良好 Ref 
 

低下 0.85(0.17-4.34) 0.85 

Variables ORs (95%CIs) P-value 

定期受診あり Ref 
 

なし 3.54(0.42-29.7) 0.24 

現在歯数 
20 歯以上 

Ref 
 

10-19 歯 1.12(0.33-3.81) 0.85 

1-9 歯 0.78(0.25-2.41) 0.67 

0 歯 1.23(0.37-4.04) 0.73 

Eichner A Ref 
 

B 1.06(0.29-3.91) 0.93 

表 3：口腔保健指標と認知機能低下との関連（65-74 歳） 

表 4：口腔保健指標と認知機能低下との関連（75 歳以上） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OR: odd ratio, CI: confidence intervals 
Adjusting for age and sex.  
 

C 1.66(0.49-5.64) 0.42 

舌圧良好 Ref 
 

低下 0.80(0.30-2.08) 0.64 

咀嚼能力良好 Ref 
 

低下 1.66(0.50-5.54) 0.41 

咬合力良好 Ref 
 

低下 5.02(0.96-26.4) 0.06 
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口腔機能検査の基準値を考える
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in Japan
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